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　　The 　relationship 　between 　the　bloom 　of 　Coscinediscus　wailasii 　and 　water 　quality　or 　meteorological

factors　was 　examined 　in　Harima−nada 　between　Apri11995　and 　March　1998，　by　referring 　to　the

Meteorological　 Agency ’
s　 data．　 Monthly 　 changes 　 in　 water 　 quality　 factors　 and 　 dominant

phytoplankton　showed 　that　the　bloom　of 　C．　wailesii　occurred 　from　November　to　February　under 　con ・

ditions　o亡high　salinity，　DIN （dissolved　inorganic　nitrogen ），DIP （dissolved　inorganic　phosphorus），
DSi （dissolved　inorganic　silicDn ），and 　DIN × DIP，　and 　low　water 　temperature ，　DIN ： DIP　ratio （ca ．

10≧）and 　TN 　x　TP （total　nitrogen × total　phosphonls ）： DIN × DIP 　ratio ．　The 　comparison 　of　each

average 　water 　quality　factor　among 　the　dominant　phytoplankton　from　autumn 　to　winter 　showed 　that

C．wailesii　occurred 　in　water 　with 　high　DIN ，　DIP，　 DSi，　and 　DIN ）〈DIP，　and 　a　Iow　TN × TP ：

DIN × DIP　ratio
，
　whereas 　PseudOndeschia　spp ．　occurred 　in　water 　with 　a 　high　TN 　x 　TP ： DIN 　×　DIP

ratio 　compared 　to　other 　dominant　phytoplankton ．

キーワ
ー

ド ： 播磨灘，Oo5吻 o薦 α 侃 〃α飽 豌 ，水質要因，気象要 因 ， 季節的変化

　播磨灘は，大阪湾に隣接す る海域 で あ り ， 近年減少傾

向が 見られ る もの の ，Chattonella属，　 Gymnodinium属

等 の 赤潮が 比較的多 く発 生 す る 海 域 と して 知 られ て お

り，ま た秋から春 に かけ て は，海水中 の栄養塩等を消費

す る た め 海 苔養殖 に 有害種 と され て い る，大型珪藻

Coscinediscus　wailesii が比較的高密度 に 出現す る 海域 で

もあ る。

　C．wailesii は，室 内培養実験 で 観察され た 範 囲 で は 直

径 が 約 70−520 μm 程度 の 大型種 で あ り，培養条件下 で

は水温 が 6−28℃ ，塩分 が 15−35 の 範囲 で増殖可能で あ

り ， 広水温，広塩分適応性種 で あ る こ と，ま た 大型種 で

あ る に も関 わ らず，増殖速度が比較的速 く，好適条件下

で は 分裂速度が 1 日 当た り 1−2 分裂程度 で あ る こ と等

が 指 摘 さ れ て い る。1）ま た 同 種 は ， 比 重が 大 き く

（1．060），沈降速度 も非常 に 速 い （6m ／hr） こ と、同種

が 大増殖 す る と ，
2

，
000−3

，
000　cells ！1に 達 し，　 DIN （溶

存無機態窒素）等の栄養塩類が著 し く減少す る こ と，同

種 に 粘質塊 （gelatinous　aggregate ）形成 能があ り，同

種 や 他種 の植物プ ラ ン ク 1一ン をか らめ込 ん で ， 大きな沈

殿物 と し て 急速 に 沈降 し，透 明度の 増大 を 招 くこ と ，

2）

や こ の よ うな 沈殿 物 が 底曳網漁業 に大 きな被害を もた ら

す こ と等 も指摘さ れ て い る 。

3・4｝

　一方，C．　waitesii の 生活環等に関して は，無性的な増

大胞子 ，造精器，休眠細胞 の 形成，や こ れ らの 形 成条件

等 も調 べ られ，増大胞子の 形成は ， 10℃ か ら 20℃ へ の

昇温 が 有効 で あ る こ と，高照度 か ら暗黒 （低照度），暗

黒 か ら 高照 度 へ の移行 が効果的 で あ る こ と等 が 明 らか に

さ れ て い る。1・3
−10）

　著者 らは こ れ ま で 大阪湾，播磨灘，お よび東京湾 に つ

い て 主 要植物プラ ン ク トン の 高密度出現水域の 水質諸要
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　 6541、Japan）．
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因の 特徴 に つ い て 比較検討 し ， Skeletonema　costatUm は

他種 プ ラ ン ク トソ に 比 し，TN （全窒素）xTP （全 リ

ン ）や DIN ：DIP （溶存無 機態 リソ ）比 の 高 い 水域 に

出 現 す る傾 向 が 強 い こ と等 を 指 摘 し た 。

11”14〕 し か し C．
醐 蜘 豌 は 大 型種 で は あ る が ，数的 に は 非常に 少な く，

し た が っ て 播磨 灘 に お い て は重要種 で あ っ た が，前

報 11）で は検討されなか っ た。今 回 ，多 量 の 試 水 を ろ 過

し，同種 に つ い て の計数結果が得られた の で ， こ れまで

の 他種 に つ い て の 計数資料等とあ わ せ て 解析 し，同種 の

出現水域 の 水 質諸 要 因 の 特徴等 を 明らか に しよ うと試み

た 。

方 法

　播磨灘 に設定 さ れ た 定点 5，6 お よ び 7 （Fig．1） に っ

い て ，1995−1997 年 の 3年間 の 表層 の 調査 結果 （毎 月

上 旬1 回 調査）を用 い て，同海域 に おけ る 水質諸要因 ，

植物プラン ク トン の 季節的変化，主要植物プ ラ ン ク トン

の 高密度出現水域 の 水質諸要 因 の 特徴等 を調 べ た 。

　調 べ た水質諸要因 は ， WT （水温 ， ℃），
　 Sal （塩分），

Tr （透明度，　 m ），TN ，　TP ，　DIN，　DIP，　DSi （ケ イ 酸態 ケ

イ 素），DIN × DIP，　TN × TP （富栄養度），　 DIN ：DIP
，

TN ：TP ，　TNxTP ：DINxDIP 比 （栄養塩利用強度。

略称 ， TNP ： DINP 比）の 13項 目で あ る 。 な お，水質

の 分析方法 は 前報ll）と同様で あ り ， また ， 栄養壗 の 単

位 は，μgat 〃 で表わ し，窒素 ： リソ 比は原子比 で 表わ

した 。

　植物 プラ ソ ク トン は ， 出現 した 主要植物 プ ラ ン ク ト

ン ，S．　 costainm ，　 Eua砌 tpia　 20dlaCU5 ，」％ etuibnitzschia

SPP ．
，
　Leptoaylindnts　tlanicus，　C加 βずoo脚 s 顔 溜 ，

　C．　cu η iSe一

劾 携
， お よ び C．wailesii に つ い て 調 ぺ た 。 ま た ， 1995−

1997年 の 3年間 の 通年 （4 月か ら翌年 3 月 ま で ），ま た

は秋一冬期 （9 月か ら翌年 3 月まで）に おける主要植物

Himeji

b
「
ig．1．　 Locations　of 　the　stations 　in　Harima・nada ，

プ ラ ン ク トン の 各種 に つ い て ，特定 の種が高密度に 出現

した 水域 の うち 1mZ 中の細胞数が IS 番 目に多い 水域

（年ま た は 月） の 水 質諸要 因 （3 定点，毎 月，3 年 間 の

計 108 例 の う ち 6 例）の 平均値 を求め て そ の 種 の 出現

水域 の 水質諸要因の特徴 （水質特性） とし，こ の ように

して求め た 各種植物プラ ン ク トン の水質特性 を比較した 。

C．w αilesiiは 200　m ’の 海水 をグラス フ ァ イ バ ー
フ ィ ル

タ
ー GFC 〔Whatman ） で ろ過 し ， フ ／ ル タ

ー
上 に 集 め

ら れ た Cwailesii を直接計数 し た 後，　 cells〃 で 表 わ し，

ま た他種の植物プラ ン ク トン は前報
11）と同様 の 方法 で

計数した 後，cells！mJ で 表わ した。

　気象諸要因 は ，気象庁月報 （神戸）15〕を参照 し， 気

温 ，風速，日照時間，お よ び 雨量 の 4 項 目に つ い て 月

平 均 値 を 求 め，こ れ らの 季節的変化 を調 べ た
。

結 果

　 水 質諸要因 お よ び 主要植物プ ラ ン ク トン の 経月変化

播磨灘に おける水質諸要因および主要植物プラン ク トソ

の 経月変化を Figs．2−5 に示 す。

　水温は ， 7．6−28．4℃ の 範囲で 変動 し，1995， 1996，お

よ び 1997年 の 3 年間共 に 同様な傾向が み られ ， 8 ま た

は 9 月 に 最高温度（それ ぞ れ 27．2，　26．3， お よび 28．4℃）

に達し ， 2 ま た は 3 月頃に最低温度 （それぞれ 7．6， 8．4，

お よび 9．5℃ ） に達 した 。 塩分は，24．7−33．5 の 範囲 で

変動し，2 ま た は 3月 に 最 も高 くなり，7 ま た は 8 月 に

最も低 くなる傾向がみ られた （Fig．2）。

　 1995年 に お け る TN お よ び TP の 経 月変化 は ， そ れ

ほ ど大 きな変動はみ られな い （そ れ ぞ れ 9．3−33．3 お よ

び o．52−135 μgat 〃）が，　 DIN，　D工P ，お よ び Dsi に は

か な り の 変動 が み ら れ （そ れぞ れ O．27−15．40
，
　O．09−

O．87
， お よ び LO−67．0　

”g　at 〃），い ずれ も 7 月に 正 ， 8

月 に 負，お よび 12 月頃 に 緩や か な正 の ピー
ク が み られ

た （Fig．3A ）。 ま た ，　 TN × TP お よ び TN ：TP 比 で は

それ ほ ど大き な変動は み られ な い （それぞれ 6．2−49．6

お よ び 11．4−28．5）が，DIN 　x 　DIP お よび TNP ： DINP

比 で はかな りの 変動が み られ （そ れ ぞれ 0．04−9．01 およ

び 2．6−88＆2），DIN × DIP で は 7 月 に 正 ，8，　9 月 に 負，

11，12 月頃 に 緩 や か な 正 の ピー
ク を 示 し，ま た TNP ：

DINP 比は 7 月 に 負，8 月 に 正 ，11，12月頃 に 緩やかな

負 の ピー
ク を示 した 。 DIN ： DIP 比 は ，1．7−54．7 の 範

囲で 変動 が み られ，6 月 に 正 ，9月 に 負の ピーク が み ら

れ，12月頃 は 緩や か な正 の ピー
ク （約 10）を示 した

（Fig．　3B）。植物プラ ン ク トン に 関 し て は ，　 s．　costainm

が 4 月 お よ び 翌 年 3 月 ，C．　cun ，iseinmが 9 お よ び 10

月 に 100cens！mJ 以上 の 比 較的高密 度 で 出現 し，　 C．

wailesii は 2 月 に 180　cells〃 と や や 高密 度で 出現 し た

（Fig．3C）。
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Fig ．2．　 Monthly 　changes 　of　WT （water 　tempera ・

　　ture ）and 　salinity 　in　Harirna・nada 　in　1995（A），
　　1996 （B），

and 　1997 （C）．

　　　 ■
，
　WT ；◆

，
salinity ．

　1996 お よ び 1997年で は ，両年共 に TN は周年的に

変動は少な い が ， TP ，　DIN ，
　DIP ，お よ び DSi は ，

一般

に 10 月か ら翌年 の 2 月 ま で は，4 月 か ら 9 月まで に 比

し，比 較 的高 い 値 を 示 した （Fig．4A お よび 5A ）。ま

た ，TN 　x 　TP ，　TN ：TP ， お よ び DIN ：DIP 比は両年共

に あ ま り大 きな変動 が み られ な い が ，DINxDIP は 5

月 と 9 月 に 負，8 月 に 正 ，お よ び 12月頃 に緩や かな正

の ピーク を 示 した 。
TNP ：DINP 比は両年 で特徴が少

し異 な り，1996年で は 8 月 に 負，9 月 に 正 ， 12 月頃 に

緩 や か な 負の ピーク が み られ ，1997 年 で は 5 月 に 正 ，

12月 に負の ピーク がみ られた （Fig．4B お よ び 5B ）。 植

物プラ ン ク トン に関 して は，1996年 は C．　CttrviSetum が

7 月 に ，Pbetcclonitsschla　sPP，が 9 月 に ，　 L．　eianicus が 3

月 に 比較的高密度で 出現 し，C．　wailesii は 11月に や や

高密度 で 出現 した。ま た ， 1997年は Scostatumが 7，

8 月 お よ び 翌 年 の 3月 に 比 較 的 高密 度 で 出現 し ，C．

wailesii は 11 月，お よ び 翌年の 1，2 月 に や や 高密度 で

100，00　
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Fig ．3．　 Monthly 　changes 　of 　nutrient 　salts （A ，μg
　　at 〃），these　rates 　and 　products （B，　atomic 　ratio

　　and 　product），
and 　the　dominant　phytoplankton

　　（C ，cells！ml 　or の in　1995，

　　　A ： 囗 ，DIN ；▲，　DIP ；■ ，TN ；△，　TP ；x ，DSi．

　　　B ： □
，
DIN ：DIP 　ratio ；

■
，
DIN × DIP ；▲

，
　TN ：

　　TP 　ratio；△，　TN × TP ；x ，TNP ：DINP 　ratio．

　　　C ：◆，S．　costatum ；ロ ，L ．ぬ 擁cκs；o ，Ezo4 毎一

　　 Cl ｛s，× ，c．　 c” rviSetumi △，　 c，ψ π8 ； ◇ ，Pseu−

　　donitzschia　spp ．（cells！ml ）；and ● ，C．　wailesii
　　 （cells 〃〕．

出現した （Fig．4c お よび 5C）。

　主要植物プ ラ ン ク トン の 出現水域 の水質諸要因の特徴

1995年 か ら 1997 年ま で の 3 年 間 の ，4 月 か ら 翌 年 3

月まで の 通年 （Fig，6A ）お よ び 9 月から翌年 3 月 ま で

の 秋
一

冬期 （Fig．6B）に お け る 主要植物プ ラ ン ク トソ

の 出現水域の 水 質諸要 因 の 特 徴 を 調 べ た 。

　通年 比 較 で は ， 他 種 に 比 し C．　wailesii は ，塩分 ，

DIN ，　DIP，　Dsi，お よ び DIN 　x　DIP が 高 く （それぞれ

32．33
，
4．75

，
0．51

，
7．21，お よび 3，15），水 温 ，透 明 度，

TN ：TP ，お よ び TNP ： DINP 比 が 低 い （そ れ ぞ れ

12．8，5．0，15、4，お よび 142）水域 に 出現 す る傾向が 強

か っ た 。 ま た ，PseuclOnitzschin　spp ．は 水 温 ，　 TNP ：
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Fig ．4．　 Monthly　changes 　of　nutrlent 　 salts （A），

　　these　rates 　and 　products （B），and 　the　dominant

　　phytoplankton （C）ln 　1996

　　　Symbols　and 　unlts 　as 　ln　Flg　3
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Flg．5．　 Monthly　changes 　 of　nutnent 　salts （A ），

　　廿lese 　rates 　and 　products （B），and 　the　domlnant
　　phytoPlankton （C）ln　1997

　　　Symbols　alld　unlts　as　ln　Flg　 3

DINP 比が高 く，D】N
，
　DIP，お よび D工N × DIP が 低い

水域 に ，ム 吻 η 26婿 は 塩分 が 低 く，DIN ，　DSI，　TN ，　DIN

DIP
，
　 D 】N × DIP

，
　 TN 　TP ， お よび TN 　x 　TP が高 い 水

域 に 出現す る傾向が強か っ た。

　秋一
冬期 の 比 較 で は，通年比較 とは若干 の差異がみ ら

れ る が ， 他種 に比 し， Cwatlasη は DIN
，
　DIP，

　DS1，お

よ び DIN 　x 　DIP が高 く，TNP 　DINP 比が低い 水 域に

出現 す る 傾 向が 強 く ， ま た 恥 翩 吻 η臨 3凾 罎 spp は

TNP 　DINP 比 が 最 も高 い 水域 に 出現す る 等，通年比

較 と同様の 傾向がみ られた。しか し，LtinntCtesは通年

比較 とは全 く逆 の 傾 向 の，DSi，
　TN ， お よ び TNxTP

が 低 い 水 域 に 出現 した 。 な お ，Cwatles：t の DIN

DIP 比 は 86 で あ り，一般 的 に は低 い 値 で あ るが ， 同時

期の他種に 比 す れ ば ， 中程度の 値 で あ っ た。

　気象諸要因 の 季節的変化　1995年 3 月 か ら 1998 年

2 月 ま で の 3年間 の 気象諸要因 の 経月変化を F197 に

示 す 。 気温 は 44−291 ℃ の 範 囲 で 変動 し，3 年共 に 8

月に最高値，1 ま た は 2 月 に 最低値 を 示 した 。 風速は約

2　1−4　O　m ！s の 範囲で 変動 し，5
，
　6 月頃 が 最 も遅 く，1

月頃 が最も速 か っ た。日照 時間 は 38−92h ！day の 範囲

で 変動 し，1995年は 8 月 ， 1996年 は 4， 7月 に ピ ー
ク

が み られ た が，1997 年は 変動 が 少な くあ ま り顕著 な ピ

ー
ク は 貼 れ な か っ た 誦 量 は 1　O−11　9　mm ！day の 範

囲 で変動 が み られ，1995 年に は 5，7 月，1996 年に は 6

月 ， 1997年 に は 7，9月に ピー
ク が見 られた 。

考 察

　播磨灘に お け る Cwatlesn は冬期を 中心 に 出 現 す る

が ，主成分分析 の 結果 で は C 醐 地 鉚 の出現は海域 の

低 い 鉛直安定度 と密接な関係の ある こ とが指摘されて い

る 。

＊5 ま た．同種 は 10℃ ま た は それ 以下 の 温度 で は 細

菌等 に よ る影響 を受け な い が ， 15−28℃ の 比較的高温で

は．CwaileSttを殺滅す る海 洋細菌 （Aiteromenas　sp ）

が存在 す る こ と も報告され て い る 。

16） した が っ て，同種
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Fig ．6．　CharaCteristics　of 　water 　quality　factors　of

　　the　dominant　phytoplankton 　 occurred 　du血 g

　　from 　April　to　March （A ）or 　from 　September　to

　　March （B），
　　　Symbols　and 　unit 　as 　in　Fig．　3C ．

1210864202

　

11086420121086420345678910111212

Month

Fig．7．　 Monthly　changes 　of　the　meteorological 　fac・

　　tors　in　1995 （A ），1996 （B ），
and 　1997 （C）．

　　　 ◆，air　temperature 〔℃ノday）；圏
，
w 血d　veloci −

　　ty （皿 ／s ！day）；Q
， sunshine 　duration（h／day）；

　　 × ，precipitation（mm ／day）．

は 鉛直安定度の 低 い ，低温の 冬季 に 出現するの に適した

プラ ソ ク トソ と と らえ る こ とが で き る。

　水質諸要因 お よび主要植物プ ラ ン ク トソ の 経月変化 に

つ い て 調 べ た 結果 で は，C．　wailesii が や や高密度 で 出現

した 11 月か ら 翌年 の 2 月 頃 ま で は，1995，1996，お よ

び 1997年 の 3 年間共 に，水温 は下降期 （鉛直混合期）

に 相当 し，塩分は 比 較 的 高 い 値 で 安定 して い た。ま た，

他の 水質諸要因 も他の 時期に比 し比較的安定 して お り，

一
般 に DIN ，　DIP，　DSi ，お よ び DIN　×　DIP が 高 く ，

TNP ： DINP 比 が 低 い （栄養塩 濃度が 高 く，こ れ らの

利用強度が低 い ） とい う特徴 が み られ た 。 な お，DIN ：

DIP 比 は 10 前後かそれ以下 で あ り，大阪湾に 比 しかな

り低 く ，

17）ま た ，DIP に 対 し相対的 に DIN が 低 い 傾向

が強か っ た 。

　主要植物プ ラ ソ ク トソ に つ い て 出現水 域 の 水質諸要 因

の 特徴 を比較 し た 結果，C．　wailesii は 他種 に 比 し，通年

比較で も，また ，秋
一

冬期 の 比較 で も ， 前述の 水 質，プ

ラ ン ク トン の 経月変化 に つ い て調 べ た 結果 と 同様に ，

DIN
，
　 DIP ，　 DSi ，お よ び DIN × DIP が 高 く，TNP ：

DINP 比 が 低 い 水域 に 出現す る傾 向が強か っ た 。 しか

し，L．　clanic ”s は ，通年比較 で は他種 に比 しDSi，　TN ，

お よび TN × TP が 最 も高 い 水域 に 出現 した が ，秋
一

冬

期 の 比較 で は 全 く逆の傾向の ， DSi，
　TN ，および TN ×

TP が 最 も低 い 水域 に 出現 した。こ の こ とは，前報 17）で

も指摘 し た よ うに ，L．　daniCttsの よ う に 通 年 に わ た っ て

出現す る種 で は春 と秋等，季節 に よ っ て 出現水域 の 水質

諸要 因 の特徴を大 き く変化 さ せ る 種が あ る こ と，また ，

15
長井　敏 ： 珪 藻類赤 潮．シ γ ポ ジ ウム

“
わ が 国沿岸海域 に お け る有害有毒 プ ラγ ク トソ 被害の現状，発生機構 と予知 お よび 防除

　 対策
”
，平成 10年度 日本 水 産学会 春季大会講演要 旨集，1998，pp295 ．
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こ の ような 種 は 季節別 に 水質諸要 因 の 特徴を比較す る こ

とが 必 要 で あ る と思 わ れ た
。

　 前述 の よ うに ， Gwailesiiは 11 月 か ら翌年 の 2 月頃

ま で の 1 年間 の 内 で も気温 や 水 温 が 低 く，日射 量が低

下 す る時 期 に 比 較的高密度 で 出現 して い る。したが っ

て，同種 は 海水 の 鉛直安定度 が低く，底層から栄養塩 の

供給は 豊富で あ る が ，水 温 や 日射量 が 比較的低 い 時期

（極 端 に 低 い 12 月 を除 く） に ，他種 の 植物ブ ラ ソ ク ト

ソ よりも優位 に 出現 しうる特性または増殖機構を持 っ た

プラ ン ク トン で あ る よ うに思わ れ た 。 しか し，同種は大

型種 で あ り ， 沈降速度 も非常に 速 い の で ， 鉛直安定度が

低 い 水域に お い て も，沈降性 か ら の み み れ ば 水 の 抵抗性

の 大 きい 小型種 に比 し ， 表層 （有光層） に長時間留まる

の に不適な形態 を も っ て い るように も思わ れ る。した が

っ て ，C．　wailesii が 播磨灘 で 他 の 小 型 種 よ り も優位 に

（量的 に ）出現 し ， さらに は年 に よ り異常 に 大量 に 増殖

す る機構等に 関 しては，まだよ く分か っ て い な い の が 現

状 で あ る。

　 プ ラ ソ ク トソ の 浮上 ，沈降性 に 関 して は，か な り多 く

の 研究 が 行 わ れ て お り，IS
’25）

浮 上 性 の 調節 に は 細 胞内の

比 重 調節 が 重 要 で あ り，比 較的 大型 の 珪藻 Ditylum
brightwelliは細胞内の無機イオン の 組成 や 量 を変え て ，

浮上 調節を行 な う こ と，z1）また ，浮上 性 が 非常 に 強 く，

集積 に よ り帯 状 や 塊状 の 着色域 を 形成 す るこ とで 知 られ

る 大型 の鞭毛es　Noctiluα a　sCintillans （N ．　milinris ） は，

細胞内に多量 の NH ザ N （ア ソ モ ニ ア 態窒素）を 蓄積

し，浮 上 調節を行な う こ と ，

20  ・＊6 等が指摘ま た は示唆

されて い る 。 ま た ， プラ ン ク トソ の 沈降速度は 〔ト201n／
day 程 摩で あ り，一

般 に ブ ル ーム の初期か ら最盛期に か

け て速 くな り，その 末期 に は 浮 上 調節機能が失わ れ，沈

降速度は 最大 に な る こ と，18・19・22）ま た ，細 胞 外 に 分泌 さ

れ た 粘質物 に よ る粘質塊はさらに その 塊 の中に包まれ た

植物 プ ラ ン ク トン 等 の 沈降速度を速 め る （50−100　m ！

day） こ と，19・24・25〕等 が 指摘 ま た は示 唆 さ れ て い る 。

　C ．wailesii に 関 して は，調 ぺ られ た 10種 の 植物プラ

ン ク トン の 内 で も最 も大型種 で あ り，そ の 沈降速 度 は，

増殖期 で 約 3m ／day，増殖停止期 で 約 30　m ！day と ， 最

も沈 降速度 が速い こ と ， しか し細胞内 の 相対的比重は

10種 の うち で もむ しろ 最 も 低 い こ と 等 が 指摘され い

る 。

19〕　一
方，C．　 wailesii の 浮．と速度等 に 関 して は 殆 ど研

究が み られ ない が，同種 は表層か ら底層 か け て 分布 し，

ま た ，同種 の 発生期 に は 数 mm 一
数 10　cm 程度の 比 較

的 大 き い 粘質塊 が 多 く （M2 当 た り数 10程度）海水中

に け ん濁 して い る の が 船上 か ら観察され る 。 した が っ

て ，C．　wailasii が 細胞内の 比重調節を行 い ，環境水 よ り

も比重 を軽 く しうる機能 を も っ て い る な らば ，大型種 で

あ り，ま た粘質塊 を形 成 しう る 同種 は，単体の 小型種よ

り も水 の 抵抗性が少な い の で ，浮上速度は 小型種 よりも

む しろ速 くなる こ とが 考 え ら れ る 。

　 C．wailesii の 近 縁種 で あ る ，
　 CoscinodiSCUS　nobilis は

細胞外 に 粘質物 を分泌 して 粘質塊 を形成 し，Cwailesii
と同様 に トロ ール 漁業 に 被害 を与え る種 で あるが，C
nebilis の 分泌物は フ コ ース ， ラ ム ノー

ス ，等を含ん だ

多糖類であるこ とが明 らか に され て い る 。

26〕

　 した が っ て ，C．　wailesii も C．　nobilds と 同様 な粘質物

を分泌 し， 粘質塊 を形成 して い る こ とが示唆され る。ま

た，若干種の 植物プ ラ ン ク トン は 多糖類 か らな る グ リ コ

カ リ ッ ク ス （ま た は ス ラ イ ム ） に 栄養塩類や溶存有機物

を吸着 し，DIN や DIP を直接 また は 間接的 に 利用 して

い る こ とが指摘ま た は 示 唆 さ れ て い る。13・27），＊7

　以 上 の こ とから，C．　wailesii は，海水 の鉛直安定度は

低 い が底層 か らの 栄養塩 の 供給量の 多い 環境下 で，比較

的大 きい 粘質塊 の 形 成 に よ り栄養塩 類 や 溶存有機物等 を

吸着 し，DIN や DIP を直接また は間接的 に 細胞内 に取

り込 み，増殖 に 利用す る と共 に，粘質物を浮上 性 の 調節

に も有 効 に利用 して い る こ と が 可能性 として考え ら れ

た 。
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